
 

長野県中期総合計画の組立て 

 

 

 

 

 

 

 

 第３編 これからの長野県づくりの方向 

基本目標 めざす姿  

自然と人との共生と調和、健全で豊かな自然の

恵みを次代に継承する持続可能な社会を構築 

回復が遅れる経済の再生をめざし、製造業・観光

産業・農林業などの産業を活性化 

 

保健・医療・福祉、減災対策など、県民が共に安全

で安心して暮らせる社会を構築 

次代を担い地域を担う子どもたちを育成、生涯を

通じて学べる環境を創出 
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人
・暮
ら
し
・自
然
が
輝
く
信
州 地域経営の主役である市町村との信頼と納得の

ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟを通じ、住む人と地域の活力を創出 

  

基本的視点 

めざす姿の実現に向けて県と県民が共有する、県づくりの基本的な

視点 

①優れた特色や資質をベースに世界に開かれた意識で進める

県づくり 
長野県らしさを生かしながら、世界に開かれた意識で進める視点 

②県民の総合力で進める県づくり 

今ある資源や限られた財源を有効に活用しながら、県民の知恵と力

を結集して県づくりを進める視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１編 長野県を取り巻く時代の潮流 

①少子高齢化・人口減少の加速 
長期的な人口減少と高齢化、中山間地域等

の地域活力の低下など 

②グローバル化の進展 
国家・地域間の交流の活発化、経済・産業面

での競争激化、多文化共生社会の形成など 

③情報通信技術の発達 
利便性・効率性の向上、情報格差・信頼性な

どの懸念など 

④安全・安心や環境に対する意識の高まり 
医療、食等暮らしの安全・安心の確保、防災・

減災、環境負荷の低減が課題など 

⑤価値観の多様化と子どもを育む力の低下 
価値観・ライフスタイルの多様化、社会貢献意

識の拡大、地域の支え合い意識の低下など 

⑥公共の担い手の多様化と役割の増大 
公共の分野での多様な主体の活動の広が

り、企業の社会的責任意識の定着など 

⑦地方分権の進展 
地方分権改革の加速、高まる市町村の役割

への期待など 

⑧国・地方を通じた厳しい財政状況 
長期化する財政の危機的状況、行財政基盤

強化の必要性など 

第２編 人口、経済の見通し 

○総人口、世帯数 
総人口は今後長期にわたり減少 

○県内総生産、一人当たり県民所得 
実質経済成長率の伸び（２ケース） 

一人当たり県民所得はそれぞれ増加 

○就業者数 
人口減少を受け減少 

第 3 次産業の割合が高まる見通し 

第４編 挑戦プロジェクト ～ 第５編 施策の展開 

５つの施策の柱と 44 の主要施策 （127 項目の達成目標） 

1 自然と人が共生する豊かな環境づくり 
・参加と連携で取り組む地球温暖化対策の推進 
・未来へつなぐ森林づくり 
・農山村における多面的機能の維持  など 8 施策 

（達成目標：23 項目） 

2 地域を支える力強い産業づくり 
・世界へ飛躍するものづくり産業の構築 
・観光立県「長野」の再興 
・地域が輝く元気な農業・農村の構築  など 8 施策 

（達成目標：20 項目） 

3 いきいき暮らせる安全・安心な社会づくり 
・健康長寿県の確立  ・安心で質の高い医療の確保 
・安心して子どもを生み育てられる環境づくり 
・地域防災体制の強化  など 13 施策 

（達成目標：47 項目） 

4 明日を担い未来を拓く人づくり 
・確かな学力と豊かな人間性・社会性を育む学校教育の充実 
・生涯を通じた学びや育ちの環境づくり 
・生活を彩る文化芸術の振興  など 4 施策 

（達成目標：17 項目） 

5 交流が広がり活力あふれる地域づくり 
・市町村が主役の地域経営の確立 
・ボランティア・NPO が活躍できる環境づくり 
・男女共同参画社会づくり  など 11 施策 

（達成目標：23 項目） 

※達成目標の項目数・・・全体では 127 項目を設定（各柱の単純計 130 項目のうち 3 項目は再掲） 

市 町 村 が 主 役 の

人 が 輝 き 地 域 が 輝 く
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挑戦プロジェクト （7 つのテーマ） 

将来を見据えた中・長期的な視点から魅力的

な長野県を築いていくため、積極的に挑戦して

いくべき分野横断的なテーマ 

●一人当たり県民所得全国レベルへの挑戦 
豊富な地域資源と潜在力を生かして、豊かさを実

感できる地域経済を構築 

●市町村が主役の元気な県づくりへの挑戦 
分権時代にふさわしい行財政基盤強化をめざす

市町村を支援 

●健康長寿ＮＯ．１確立への挑戦 
各世代の健康づくりなど全国に誇る健康長寿県の

特色を将来にわたって継承する取組を推進 

●次代を担う多彩な人材育成県への挑戦 
教育に熱心な歴史的・文化的風土を生かし、子ど

もたちの生きる力を育むなど、創造性ある多彩な

人材を育成 

●出産・子育てにやさしい県への挑戦 
地域・県民の連携で安心して出産・子育てできる

環境を創出 

●地球温暖化対策先進県への挑戦 
豊かな自然に恵まれた県として、持続可能な社会

をめざし、温室効果ガス排出削減を率先して実践

●減災による安全な県づくりへの挑戦 

被害を最小限に抑える減災対策を着実に推進 

はじめに 

計画策定の趣旨 計画の性格 計画の期間 

少子高齢化、人口減少、危機的な財政状況など、本県が直面している

変化や課題に的確に対応し、選択と集中により、新たな時代にふさわしい

長野県づくりを計画的、総合的に推進するため、その方向性や方策を明ら

かにする。 

○県政運営の基本となる総合計画 

○県が取り組んでいく必要のある主な施策と達成目標をわかりやすく

示すことにより、県づくりの課題や方向性を県民と共有し、市町村等

の理解と協力のもと、県民の参加による目標実現をめざす。 

○計画の推進に当たっては、その実施内容や方法、

達成目標について、社会経済情勢の変化に常に弾

力的に対応していく。 

平成 20～24 年度 

（５か年間） 

めざす姿を踏まえた 

基本目標 豊 か な 自 然 と

共 に 生 き る

長 野 県

第７編 計画推進のための県の取組 

計画の着実な推進のための、県政運営の基本

的姿勢・態度 

①県民との協働と開かれた県政 

②市町村が主役の分権改革 

③行財政改革の推進 

④県有施設の適切な維持管理 

⑤政策評価による計画の推進 

第６編 各地域別の特性と発展方向 

各地域の個性や特性を生かした発展方向 

○佐久地域 

○上小地域 

○諏訪地域 

○上伊那地域 

○飯伊地域 

○木曽地域 

○松本地域 

○大北地域 

○長野地域 

○北信地域 


